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ガイドライン

HyperFlexストレッチクラスタを作成する時に以下のガイドラインを考慮してください。

•各サイトに最低 2つのノードが必要です。

•各サイトに冗長ファブリックインターコネクト設定が必要です。

•各サイトで最小 2個から最大 8個のコンバージドノードがサポートされます。

•両方のサイト間で対称クラスタ設定が必要です。ノードの数とHXノードのモデルは、両
方のサイトで同じである必要があります。

• VMを作成する前に HAと DRSを有効にすると、すべての VMは、適切なサイトに配置
されます。最初に VMを作成し HAと DRSを有効にすると、VMが適切に配置されない
可能性があります

制限事項

• SEDはサポートされていません。

•コンピューティング専用ノードはサポートされていません。

•ストレッチクラスタ Hyper-Vプラットフォームではサポートされていません

• HXネイティブレプリケーションはサポートされていません。

•ストレッチクラスタに対して既存のクラスタのクラスタ展開はサポートされていません。

•オンラインローリングアップグレードは HXDPでのみサポートされます。UCSMアップ
グレードは、手動で同時に 1つのノードで実行される必要があります。
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•ストレッチクラスタは新規インストールのみサポートしています。スタンドアロンクラ
スタからストレッチクラスタ設定へのアップグレードはサポートされていません。

•ストレッチクラスタはM5ノードでのみでサポートされます。M4/M5混合クラスタはサ
ポートされていません。
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